
一般財団法人 JASPEC 依頼セミナーテーマ一覧 

  分類 テーマ 概要 ミニマム MAX 備考 

① 福祉用具知識 特殊寝台 機能特性（機体動作と人体への影響+フィッティング） 1 時間 3 時間   

② 福祉用具知識 床ずれ 床ずれ防止用具特性 30 分 2～3 時間 ※寝比べ体験をする場合は、試用枚数で必要時間が変わります。 

③ 福祉用具知識 車椅子 人体への影響（フィッティング） 1 時間 3 時間 ※クッション座り比べをする場合も、同時間内で可能です。 

④ 福祉用具知識 車椅子 機能特性(選定判断) 1 時間 3 時間   

⑤ 福祉用具知識 歩行器・杖 機能特性（脚・車輪・馬蹄） 30 分 2 時間   

⑥ 福祉用具知識 移動関連 歩行と車椅子移動の各バリア体験 人数次第 人数次第   

⑦ 福祉用具知識 入浴補助用具 各種の有効活用と問題点 1 時間 2 時間   

⑧ 福祉用具知識 入浴補助用具 入浴時の人体への影響（ヒートショック） 30 分 30 分   

⑨ 福祉用具知識 排泄関連機器 三大分類（樹脂・木製・金属）の特性 30 分 2 時間   

⑩ 福祉用具知識 排泄関連機器 排泄機能と生活動線 30 分 2 時間   

⑪ 福祉住環境 施工 木造建築工法の理解と生活動線上の様々な施工方法 30 分 4 時間   

⑫ 福祉住環境 プランニング 演習と評価 1 時間 3～4 時間 ※グループワーク 

⑬ 福祉概論 プランニング 人的サービスと物的サービス 30 分 2 時間   

⑭ 福祉概論 規格と法律 製造物責任法や規格による安全 1 時間 2 時間   

⑮ 福祉概論 福祉用具の概念 福祉用具を有効活用できているか 30 分 2 時間   

⑯ 福祉概論 ヒヤリハット ヒヤリハットの要因と発生抑制 1 時間 3 時間   

⑰ 福祉概論 ヒヤリハット 介護保険貸与対象用具分類個別 各 30 分 各 30 分   

⑱ メンテナンス 特殊寝台 最低限の保守点検（実技） 30 分 1 時間 ※演習メイン 

⑲ メンテナンス 題材：車椅子 初心者用メンテナンス（座学） 2 時間 6 時間   

⑳ メンテナンス 題材：車椅子 初心者用メンテナンス（実技） 2 時間 6 時間 ※演習メイン 

㉑ メンテナンス 車椅子 最低限の保守点検（実技） 1 時間 2 時間 ※演習メイン 

㉒ メンテナンス 車椅子 調整（駐車用制動用ブレーキ効き・ベルト) 1 時間 2 時間 ※演習メイン 

㉓ メンテナンス 車椅子 車いす安全整備士養成講座用点検表に基づく保守 2 時間 4 時間 ※演習メイン 

㉔ メンテナンス 歩行器・杖 最低限の保守点検 30 分 30 分   

㉕ メンテナンス 規格・認定 JISY2001 に基づく組織的メンテナンス 3 時間 6 時間   



 

上記のリストは、一例です。その他、希望する内容や組み合わせ、講義時間及び参加人数など、ご相談ください。 

車いす安全整備士の資格取得講座を、企業単独で開催したい場合は、別途ご相談ください。 

 

※演習を含む場合は、参加者数や演習対象によって、MAX の時間は変動します。 

※ミニマムは、あらすじ程度のレベルとなります。 

※MAX の場合は、備品として福祉用具を使用する場合があり、基本的には当方準備はいたしません。 

※メンテナンスに関する研修では、工具をご準備いただきます。 

 

㉖ 福祉用具営業 基礎技術 資料作成 30 分 1 時間   

㉗ 福祉用具営業 基礎技術 プレゼン 1 時間 3 時間   

㉘ 福祉用具営業 戦略構築 For 福祉用具貸与事業所 1 時間 4 時間 ※MAX は企業単独講座を想定しています。 

㉙ 福祉用具営業 戦術抽出作成 For 福祉用具貸与事業所 1 時間 4 時間 ※MAX は企業単独講座を想定しています。 

㉚ 福祉用具営業 戦略構築 For 福祉用具卸事業者 1 時間 4 時間 ※MAX は企業単独講座を想定しています。 

㉛ 福祉用具営業 戦術抽出作成 For 福祉用具卸事業者 1 時間 4 時間 ※MAX は企業単独講座を想定しています。 

㉜ 製造 戦略構築 福祉用具企画設計の PDCA（For 製造業者） 1 時間 2 時間 ※MAX は企業単独講座を想定しています。 

㉝ 製造 臨床評価 有効活用される商品となるために 30 分 1 時間   

㉞ 製造 臨床評価 取扱説明書作成 30 分 1 時間   

㉟ 製造 臨床評価 活用される販促資料作成 30 分 1 時間   


